
長
崎
駅
か
ら
山
手
の
方
へ
五
分
ほ
ど
歩
く
と
『
長
崎
観
音
』
と
い
う
大
き
な
仏
像

が
建
っ
て
い
る
寺
が
あ
る
。
福
済
禅
寺
で
す
。
戦
前
こ
の
寺
院
は
国
宝
で
し
た
が
、

同
寺
所
蔵
の
沈
南
蘋
の
名
画
な
ど
と
と
も
に
原
爆
で
焼
失
し
ま
し
た
。
然
し
庭
に
は

蘇
鉄
と
と
も
に
焼
け
残
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
古
い
石
碑
で
あ
り
、
再
建

さ
れ
た
本
堂
の
横
に
今
も
建
っ
て
い
ま
す
。
碑
に
は
「
な
が
さ
き
の
町
は
…
」
と
始

ま
る
碑
文
が
書
か
れ
て
い
て
、
最
後
に
「
中
島
廣
足
」
の
名
が
あ
り
ま
し
た
。

中
島
廣
足
は
江
戸
末
期
の
国
学
者
で
、
歌
人
で
す
。
歌
人
と
は
う
た
よ
み
・
う
た

び
と
と
も
言
わ
れ
和
歌
を
詠
む
人
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
短
歌
を
よ

む
人
の
こ
と
で
す
。

大
正
時
代
に
発
刊
さ
れ
た
『
中
島
廣
足
全
集
』（
全
二
冊
）
に
「
筒
井
の
碑
文
」

と
い
う
散
文
が
あ
り
、
そ
れ
は
此
の
碑
文
の
全
文
で
す
。

天
保
三
年
、
全
国
的
な
飢
饉
が
あ
り
ま
し
た
。
長
崎
の
こ
の
寺
の
あ
る
地
域
・
筑

後
町
も
水
不
足
の
た
め
、
井
戸
を
掘
っ
た
の
で
す
。
そ
の
由
来
と
顛
末
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
井
戸
の
開
削
に
貢
献
が
あ
っ
た
唐
通
事
、
林
徳
成
を
讃
え
、
町
の
長
・
桐

山
任
重
が
天
保
六
年
に
井
戸
の
近
く
に
石
碑
を
建
て
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
だ
が
、

い
つ
の
頃
か
其
の
石
碑
は
福
済
寺

の
庭
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
あ

る
い
は
「
此
の
下
筑
後
町
は
、」
と

碑
文
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
め
か

ら
福
済
寺
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

国
学
者
で
あ
っ
た
廣
足
は
一
七

九
二
年
に
肥
後
の
国
（
熊
本
県
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
国
学
と
は
広

辞
苑
に
よ
る
と

古
事
記
・
日
本
書
紀
・
万
葉
集

な
ど
の
古
典
の
文
献
学
的
研
究
な

ど
に
基
づ
き
、
特
に
儒
教
や
仏
教

が
渡
来
す
る
前
の
日
本
固
有
の
文
化
お
よ
び
精
神
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
学
問

で
あ
り
、
古
学
・
皇
学
と
も
い
う
。
荷
田
春
満
・
賀
茂
真
淵
・
本
居
宣
長
・
平
田
篤

胤
は
四
大
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

廣
足
は
肥
後
の
細
川
家
に
仕
え
本
居
宣
長
に
学
ん
だ
長
瀬
真
幸
に
つ
い
て
国
学
を

学
び
、
後
に
江
戸
に
出
て
越
智
千
里
の
門
に
入
り
和
歌
文
章
を
学
び
ま
し
た
。『
長

崎
県
人
物
伝
』
に
よ
る
と
「
廣
足
は
博
学
に
し
て
国
書
を
渉
り
、
経
史
に
通
じ
、
語

格
に
精
し
く
、
特
に
和
歌
文
章
に
お
い
て
は
東
都
村
田
春
海
と
相
並
び
て
雄
を
称
せ

ら
れ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

若
く
し
て
隠
居
し
た
廣
足
は
た
び
た
び
長
崎
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
つ
い
に
は
長
崎

に
住
み
つ
き
ま
し
た
。

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
帰
国
し
よ
う
と
し
て
船
に
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
台
風

に
あ
い
船
が
樺
島
の
と
こ
ろ
で
覆
り
、
殆
ど
死
に
か
け
た
が
運
良
く
長
崎
に
戻
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
廣
足
は
こ
れ
を
『
樺
島
浪
風
記
』
と
し
て
書
き
残
し
ま
し
た
。

こ
の
時
の
台
風
こ
そ
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
発
覚
に
お
お
い
に
係
わ
っ
た
台
風
で
し

た
。そ

の
後
長
崎
に
あ
る
こ
と
二
十
余
年
。
古
町
に
居
住
し
、
多
く
の
子
弟
を
教
え
ま

し
た
が
、
門
人
の
植
木
隼
太
の
歌
才
を
愛
し
、
養
子
と
し
ま
し
た
。
植
木
隼
太
は
後

に
中
島
廣
行
と
改
名
、
諏
訪
神
社
の
宮
司
と
な
り
ま
し
た
。

文
政
十
一
年
の
台
風
よ
り
少
し
前
、
廣
足
は
『
橿
園
紀
行
』
と
い
う
短
文
を
書
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
浦
上
街
道
を
西
坂
か
ら
時
津
ま
で
歩
い
た
紀
行
文
で
す
。
そ
の
な

か
に
『
鎮
懐
石
』
と
い
う
の
が
出
て
き
ま
す
。
長
崎
大
学
医
学
部
の
正
門
前
に
は
今

も
鎮
懐
石
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
鎮
懐
石
は
万
葉
集
の
巻
の
五
に
次
の
よ
う
に
記
し
て

あ
り
ま
す
。

筑
前
の
国
怡
土
郡
深
江
の
村
、
子
負
の
原
に
（
現
在
福
岡
県
糸
島
郡
二
丈
町
深
江

の
地
に
子
負
原
神
社
が
あ
る
）、
海
に
臨
め
る
丘
の
上
に
二
つ
の
石
あ
り
。
…
と
も

に
ま
ろ
（
楕
円
）
く
、
か
た
ち
と
り
の
こ
（
鶏
子
）
の
ご
と
し
。
そ
の
う
る
わ
し
き

こ
と
、
あ
（
勝
）
げ
て
…
ま
た
或
い
は
「
こ
の
二
つ
の
石
は
肥
前
の
国
彼
杵
の
郡
平

敷
の
石
な
り
、
占
い
に
当
た
り
て
取
る
」
と
い
ふ
。「
深
江
の
駅
家
を
去
る
こ
と
二

十
里
ば
か
り
、
路
の
ほ
と
り
に
近
く
あ
り
。
公
私
の
往
来
に
、
馬
よ
り
下
り
て
跪
拝

せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
…
」
と
記
し
、
神
功
皇
后
が
新
羅
の
国
を
征
討
さ
れ
た
時

に
、
こ
の
両
つ
の
石
を
も
っ
て
御
袖
の
う
ち
に
差
し
挟
ん
で
御
心
の
し
づ
め
（
鎮
懐
）

と
な
さ
っ
た
。（
記
紀
に
は
出
産
を
延
ば
す
た
め
、
裳
の
腰
に
つ
け
た
と
伝
え
る
。）

こ
の
た
め
道
行
く
人
が
こ
の
石
を
敬
拝
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

廣
足
は
「
平
野
宿
（
現
在
の
長
崎
市
平
野
町
）
と
い
え
る
を
過
行
」
と
書
い
た
後
、

弟
子
の
光
鎮
が
語
っ
て
く
れ
た
事
と
言
っ
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

万
葉
集
の
五
巻
の
鎮
懐
石
を
読
ん
だ
歌
の
序
（
序
文
、
詞
書
の
よ
う
な
も
の
）
に

彼
杵
郡
、
平
敷
と
い
う
平
敷
は
、
こ
こ
な
り
と
言
う
。
こ
の
里
の
長
、
某
が
庭
に
鎮

懐
石
と
呼
び
、
祝
い
据
え
た
赤
い
石
が
あ
る
。
こ
の
里
の
女
性
が
子
供
を
産
む
と
き

に
、
そ
の
石
に
願
い
事
を
す
れ
ば
、
安
産
に
な
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

な
の
に
先
年
、
あ
る
男
が
こ
の
里
の
長
を
酔
わ
せ
て
、
そ
の
石
を
盗
ん
で
い
き
、
あ

ま
た
に
わ
り
く
だ
い
て
、
人
に
や
っ
た
の
を
青
木
大
宮
司
が
手
に
入
れ
た
と
い
う
。

某
か
の
し
わ
ざ
は
け
し
か
ら
ぬ
と
思
う
け
れ
ど
、
し
か
し
、
か
の
真
の
鎮
懐
石
は
筑

前
、
怡
土
郡
、
深
江
村
子
負
原
に
あ
る
と
記
し
て
あ
り
、
こ
の
赤
い
石
は
、
よ
し
な

く
思
わ
れ
る
。
…

廣
足
が
こ
の
紀
行
文
を
書
い
た
の
で
、
後
に
鎮
懐
石
の
碑
が
、
庄
屋
で
あ
っ
た
高

谷
家
の
分
家
の
庭
で
あ
っ
た
現
在
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
越
中
理

事
長
の
話
に
よ
る
と
、
現
在
の
鎮
懐
石
の
祠
も
碑
も
原
爆
に
あ
い
、
高
谷
重
治
氏
に

よ
っ
て
再
整
備
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
廣
足
の
長
崎
で
の
足
跡
を
『
長
崎
の
文
学
』
か
ら
要
約
し
て
記
し
ま
す
。

文
政
十
年
か
ら
長
崎
に
長
期
滞
在
を
許
さ
れ
た
廣
足
は
、「
橿
園
大
人
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
こ
の
号
は
、
長
崎
市
古
町
の
橿
園
に
住
ん
で
い
た
の
で
つ
け
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

後
年
、
平
田
篤
胤
に
「
西
の
国
に
て
古
へ
学
を
お
こ
す
は
廣
足
を
頼
み
に
思
う
な

り
」
と
期
待
さ
れ
、
ま
た
橘
守
部
に
は
「
橿
園
大
人
、
…
こ
と
さ
ら
歌
の
お
手
際
秀

絶
、
当
今
江
戸
に
は
、
か
ば
か
り
の
人
、
一
人
も
な
し
」
と
激
賞
さ
れ
ま
し
た
。

廣
足
の
歌
風
と
学
風
を
慕
っ
て
参
集
す
る
人
々
は
、
一
八
二
〇
年
か
ら
一
八
三
〇

年
代
に
か
け
て
飛
躍
的
に
数
を
増
し
ま
し
た
。
廣
足
の
歌
壇
育
成
の
成
果
は
長
崎
橿

園
社
中
の
合
同
歌
集
『
瓊
浦
集
』
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歌
集
は
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
年
）
春
に
初
編
二
冊
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
廣
足
は
『
橿
園
集
』
を
著

し
、
更
に
歌
集
の
他
に
随
筆
や
紀
行
文
な
ど
数
多
の
散
文
を
著
し
、
著
作
お
よ
そ
四

十
六
部
二
百
八
十
八
冊
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
廣
足
は
安
政
四
年
に
六
十
七
歳
で
長

崎
よ
り
大
阪
へ
出
て
い
ま
す
。

（
長
崎
短
歌
の
会
）

｜
｜
｜
｜
｜
｜

○
長
崎
の
人
は
「
ク
ン
チ
が
す
む
と
、
も
う
一
年
が
終
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と

言
う
。
特
に
、
七
年
に
一
度
ま
わ
っ
て
く
る
「
踊
り
町
」
の
人
達
は
其
の
感
を
深

く
す
る
と
話
し
て
下
さ
っ
た
。

○
長
崎
商
工
会
議
所
で
は
、
東
京
・
京
都
・
福
岡
で
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
長
崎

歴
史
文
化
観
光
検
定
」
資
格
者
試
験
を
三
月
五
日
（
日
）
実
施
す
る
由
通
知
あ
り
。

其
の
試
験
問
題
作
成
委
員
会
よ
り
本
会
に
も
其
の
試
験
作
成
に
つ
い
て
協
力
要
請

が
あ
っ
た
。
観
光
も
今
ま
で
の
よ
う
な
単
な
る
遊
び
で
は
な
く
、
他
都
市
同
様

「
文
化
と
し
て
捉
え
た
観
光
文
化
を
学
ぶ
時
代
」
が
本
県
で
も
実
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
先
日
、
金
沢
星
稜
大
学
の
森
山
誠
一
先
生
が
突
然
た
ず
ね
て
こ
ら
れ
た
。
光
源
寺

に
「
加
州
之
臣
近
藤
岩
五
郎
の
墓
は
今
で
も
有
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
う
お
問
い

合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
私
は
光
源
寺
に
は
「
加
州
之
臣
山
田
外
男
」
の
墓
と
二
つ
あ

る
事
を
申
し
上
げ
た
。
森
山
先
生
は
一
冊
の
本
を
持
ち
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
石
川

県
図
書
館
協
会
出
版
の
「
郷
土
シ
リ
ー
ズ
・
世
相
史
話
」
で
あ
っ
た
。
読
ま
せ
て

戴
く
と
慶
応
二
年
九
月
十
五
日
九
ッ
半
（
一
八
六
六
年
）
長
崎
大
村
町
藤
屋
直
三

郎
方
で
お
き
た
事
件
の
事
で
あ
っ
た
。
其
の
前
年
よ
り
加
賀
藩
士
近
藤
他
四
名
は

勉
学
の
た
め
長
崎
に
き
て
い
た
が
、
薩
摩
藩
士
と
の
間
に
事
件
が
あ
り
近
藤
は
其

の
責
を
一
身
に
お
い
、
武
士
の
作
法
通
り
藤
屋
の
離
れ
で
見
事
割
腹
し
た
事
が
記

し
て
あ
っ
た
。
近
藤
の
遺
骸
は
翌
十
六
日
長
崎
光
源
寺
に
葬
す
と
あ
り
。
加
賀
藩

で
は
近
藤
の
誠
忠
を
賞
し
父
近
藤
信
行
に
百
石
加
増
し
た
事
も
記
し
て
あ
っ
た
。

○
本
会
の
陸
門
良
輔
氏
夫
妻
、
熊
野
古
道
よ
り
高
野
山
を
廻
り
無
事
帰
崎
で
き
ま
し

た
と
報
告
あ
り
、
そ
の
記
念
に
ハ
タ
烏
染
ぬ
き
熊
野
本
宮
印
の
あ
る
記
品
を
本
会

に
届
け
ら
れ
た
。

○
多
年
・
長
崎
学
を
考
究
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
越
中
理
事
長
、
長
崎
純
心
大
学
博
物
館

よ
り
「
長
崎
学
の
人
々
」
を
発
刊
さ
れ
た
。
内
容
は
昭
和
二
十
三
年
以
来
、
氏
が

県
内
各
地
を
廻
り
、
諸
先
輩
に
指
導
を
う
け
ら
れ
た
事
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
一
般

に
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
の
で
御
希
望
の
人
は
「
純

心
大
」
ま
た
は
本
会
事
務
局
上
田
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

風
信

二
七
九
号

平
成
十
七
年
十
月
二
十
日

廣
足
の
石
碑
を
訪
ね
て

山
本
　
辰
雄

中島廣足・自筆の和歌


